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時
田
幸
明
さ
ん
（
南
４
）
＝
写
真
＝
は
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
８
年
に
な
り
ま
す
。
表
具

グ
ル
ー
プ
は
４
人
と
少
な
く
多
忙
の
日
々
で
、
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
新
人
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。
「
古
く
な
っ
た
ふ
す
ま
な
ど
が
、
新
し
く
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
た
と
き
の
喜
び
、
自

分
の
腕
が
上
が
る
こ
と
は
喜
び
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

（
写
真
・
文
＝
小
林
諒
）

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

　

名
誉
会
長　

新
潟
市
長　

中
原　

八
一

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
市
政
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
急
激
な
人
口
減
少
、

少
子
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
元
気
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
で
の
支
え
合
い
に
大
き
な
お
力

添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変

心
強
い
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
が
お
元
気
で
、

ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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き
れ
い
な
仕
上
り
は
喜
び
で
す
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福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
に
出
展

　

11
月
18
日
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
て
福
祉

・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
８
が
開

催
さ
れ
、
出
展
95
団
体
・
来
場
者
１
万

９
０
０
０
人
で
し
た
。
「
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
広
め
、
会
員
が
は
つ
ら
つ
と
仕

事
を
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
シ
ル
バ
ー

事
業
が
高
齢
者
の
健
康
や
介
護
予
防
の

一
端
を
担
う
こ
と
を
周
知
」
す
る
た
め

の
目
的
で
参
加
し
ま
し
た
。
①
こ
ど
も

遊
び
コ
ー
ナ
ー
②
小
物
作
品
の
販
売
③

セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
な
ん
で
も
相
談

④
庭
木
の
手
入
れ

や
家
事
・
介
護
な

ど
の
パ
ネ
ル
展
示

⑤
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
な
ど
、
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

働
き
手
不
足
と
こ
の
数
年
言
わ
れ
、

こ
の
こ
と
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
平

成
28
年
度
末
と
平
成
29
年
度
末
を
比
較

す
る
と
会
員
数
で
１
９
２
人
の
４
・
１

％
減
、
契
約
金
額
で
８
７
８
１
万
円
の

５
・
４
％
減
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
65
歳

ま
で
雇
用
継
続
、
高
齢
者
が
働
け
る
職

場
の
増
加
な
ど
か
ら
全
国
的
・
全
県
的

に
み
ら
れ
る
傾
向
で
す
。

　

一
方
、
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
高

齢
者
で
就
労
希
望
者
は
多
い
も
の
の
、

実
際
に
は
働
い
て
い
な
い
人
が
大
勢
い

る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
り
方

に
よ
っ
て
は
会
員
の
増
も
無
理
な
こ
と

で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
「
宣

「
会
員
拡
大
策
の
実
施
」
な
ど
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
伺
い
、
ま
た
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
今
年
度
初
め
て
の
試
み
と
し
て

　

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
　

理
事
長　

若　

林　
　
　

孝

女
性
委
員
会
で
「
女
性
向
け
入
会
説
明

会
」
を
７
月
と
９
月
の
２
回
開
催
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
39
人
の
方

の
入
会
が
あ
り
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
努
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
一
会
員
一
人
入
会
促
進
運
動
」

「
一
会
員
一
就
業
開
拓
運
動
」
を
基
礎

活
動
と
し
て
、
新
た
な
試
み
を
加
え
な

が
ら
、
勿
論
シ
ル
バ
ー
の
土
台
の
土
台

で
あ
る
安
全
就
業
を
声
掛
け
に
よ
っ
て

徹
底
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
「
新
潟
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
組
織
に

よ
り
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
が
元
気
に
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

女
性
向
け
入
会
説
明
会
開
催

女
性
委
員
長　

青
木　

幸
子

　

女
性
委
員
会
で
は
会
員
拡
大
の
取
り

組
み
と
し
て
、
７
月
と
９
月
に
女
性
を

対
象
に
し
た
入
会
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
２
回
で
58
人
の
参
加
が
あ
り
39

人
の
入
会
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
開
催
で
、
女
性
委
員
同
士

が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
め
た
こ
と
や

マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

で
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今

回
、
入
会
に
至
ら

な
か
っ
た
方
々
に

も
Ｐ
Ｒ
が
で
き
、

今
後
の
入
会
に
繋

が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

安
全
標
語
募
集

　

安
全
委
員
会
は
、
今
年
も
安
全
標
語

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
号
に
折
り
込
ま

れ
て
い
る
「
安
全
標
語
応
募
用
紙
」
に

書
い
て
、
各
事
務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

最
優
秀
作
品
は
31
年
度
の
安
全
標
語

と
し
て
各
事
務
所
に
掲
載
し
ま
す
。
入

選
作
品
は「
萬
代
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
締
め
切
り
は
１
月
31
日
ま
で
）

シルバーパワーのいきいき講座

リ
ン
ゴ
の
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル

　

10
月
18
日
、
亀
田
市
民
会
館

に
て
参
加
者
17
人
が
、
会
員
の

竹
田
久
美
子
講
師
、
川
崎
和
枝

助
手
か
ら
「
リ
ン
ゴ
の
コ
ン
フ

ィ
チ
ュ
ー
ル
」
の
作
り
方
を
学

び
ま
し
た
。
ジ
ャ
ム
と
違
っ
て
、

コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
は
果
実
そ

の
も
の
の
味

を
楽
し
め
て
、

染
み
出
し
た

天
然
の
色
合

い
が
と
て
も

き
れ
い
で
す
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
29
名
の
参
加
者

は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
や

葬
儀
の
解
説
を
聞
き
、
胸
中
に
去
来
す

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
門
松
の
作
り
方

　

12
月
14
日
、
本
部
に
て
会
員
の
大
久

保
直
樹
講
師
に
よ
る
「
ミ
ニ
門
松
の
作

り
方
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

終
活
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
９
日
、
本
部
に　

て
み
ど
り
会
の
協
力
に　

よ
り
、
新
潟
セ
レ
モ
ニ

ー
の
佐
藤
優
平
講
師
に

よ
る
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」

伝
の
実
施
」
「
魅
力
ア
ッ
プ
策
の
実
施
」
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10
月
１
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

に
て
、
普
及
啓
発
促
進
月
間
推
進
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
若
林
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
南
部
安
全
委
員
の
発
声
に
て
、

「
安
全
心
得
」
・
「
就
業
心
得
」
10
カ

条
の
唱
和
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
小
熊
就
業
対
策
委
員

長
よ
り
、
普
及
啓
発
促
進
月

間
に
つ
い
て
と
中
期
計
画
目

標
値
の
達
成
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
西
区
、
西
蒲
区
、

江
南
区
、
秋
葉
区
の
４
地
区

よ
り
「
会
員
拡
大
」
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
を
行
っ
て
お
り
、

毎
年
10
月
は
全
地
区
で

街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

女
性
委
員
会
で
は
今
年
度
２
回
、
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
女
性
の
み
の

入
会
説
明
会
を
行
っ
て
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
30
年
度
目

標
は
会
員
数
５
１
６
５
人
、
就
業
率
83

・
８
％
、
契
約
金
額
10
億
９
７
０
０
万

円
で
す
が
、
本
年
８
月
末
の
実
績
で
は
、

会
員
数
４
３
８
７
人
で
１
４
９
人
の
減

少
、
就
業
率
70
・
１
％
で
４
％
の
改
善
、

契
約
金
額
は
７
億
１
０
０
０
万
円
で
１

４
０
０
万
円
の
減
少
で
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
目
標
に
向
け
て
努
力

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

冬
の
準
備
Ｏ
Ｋ
で
す
か

安
全
委
員　
　
　
　
　

熊
谷　
　

茂

　

冬
の
備
え
は
良
い
で
す
か
。
去
年
は

大
雪
で
大
変
だ
っ
た
の
で
早
目
に
準
備

し
た
。
ホ
ン
ト
に
大
丈
夫
で
す
か
。
昨

冬
の
雪
害
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
シ
ル

バ
ー
で
も
ス
リ
ッ
プ
、
転
倒
事
故
が
多

発
し
ま
し
た
。
思
い
出
し
ま
し

た
か
。
今
か
ら
で
も
対
策
は
間

に
合
い
ま
す
よ
。
「
昨
冬
は
駅

に
行
く
途
中
、
転
ん
で
痛
か
っ

た
。
寒
く
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

入
れ
て
ナ
。
そ
う
だ
、
今
年
は

転
ん
で
も
直
ぐ
手
で
支
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手

を
出
し
て
歩
こ
う
と
」
。
こ
れ

で
良
い
の
で
す
第
一
段
階
は
、

こ
れ
で
止
め
る
こ
と
な
く
次
に

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
「
ハ
テ
、

オ
レ
何
で
急
い
だ
。
そ
う
だ
、

夏
の
感
覚
で
出
た
ら
、
雪
道
で
時
間
が

か
か
り
急
い
だ
ん
だ
ナ
。
外
の
状
況
を

見
て
余
裕
を
持
っ
て
出
よ
う
と
」
。
事

故
防
止
の
基
本
は
原
因
の
究
明
、
対
策

の
樹
立
、
対
策
の
実
行
、
こ
の
繰
り
返

し
で
す
。
で
も
、
こ
の
前
に
事
故
を
忘

れ
な
い
で
下
さ
い
。
今
冬
は
雪
に
起
因

す
る
事
故
が
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

緊
急
警
戒
情
報
発
令

　

９
月
25
日
、
10
月
10

日
、
12
月
４
日
に
荏
原

安
全
委
員
長
よ
り
、
緊

急
警
戒
情
報
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
９
月
と
10
月
に
７
件
の
事

故
が
発
生
し
た
た
め
、
発
令
要
綱
に
基

づ
き
発
令
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

賠
償
事
故
は
、
９
月
４
日
除
草
（
機

械
刈
り
）
作
業
中
に
車
両
ガ
ラ
ス
の
破

損
、
９
月
14
日
管
理
業
務
中
に
キ
ー
ボ

ー
ド
破
損
、
９
月
18
日
除
草
（
機
械
刈

り
）
作
業
中
に
車
両
ガ
ラ
ス
の
破
損
、

９
月
20
日
農
作
業
中
に
も
み
摺
り
機
の

部
品
を
破
損
し
た
４
件
で
し
た
。

　

傷
害
事
故
は
、
10
月
12
日
清
掃
中
に

転
倒
し
て
右
手
首
骨
折
、
10
月
13
日
除

草
作
業
中
に
草
に
よ
り
右
目
眼
球
に
傷
、

10
月
17
日
整
理
作
業
中
に
鉄
板
が
倒
れ

左
足
親
指
切
断
し
た
３
件
で
し
た
。

　

再
三
再
四
、
事
故
の
撲
滅
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
が
、
賠
償
事
故
が
減
り
ま

せ
ん
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
作
業
前

に
危
険
を
予
測
し
て
、
事
故
を
減
ら
す

よ
う
に
務
め
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
講
習
は
年
一
回

　
　
　
　

必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う

連載 安全ですか？

普
及
啓
発
促
進
月
間
推
進
合
同
会
議
開
催

全
会
員
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

　

小
熊
就
業
対
策
委
員
長
よ

り
「
普
及
啓
発
促
進
月
間
に

つ
い
て
」
の
報
告
。

　

毎
年
10
月
は
、
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促
進

月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
は
３
月
と
10
月
の
年
２
回
、
30

件
を
目
標
と
し
て
就
業
開
拓
訪
問
活
動

を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

全
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
年
１

回
５
枚
の
チ
ラ
シ
配
布
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
事
務
所
で
も
Ｐ
Ｒ

会
員
拡
大
事
例
発
表

　

西
区　
　

業
務
委
員　

山
宮　
　

静

　

一
・
一
運
動
を
中
心
に
、

就
業
開
拓
時
に
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

西
蒲
区　

業
務
委
員　

本
間　

忠
義

　

会
員
の
意
識
改
革
が
必

要
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

江
南
区　

業
務
委
員　

稲
岡
フ
ミ
子

　

布
草
履
等
小
物
づ
く
り

の
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
葉
区　

業
務
委
員　

立
石　
　

進

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
新
津

松
坂
流
し
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

シルバー事業普及啓発促進月間
10月全国で普及啓発活動を実施
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西
蒲
11　

赤
鏥　

長
野　

清
司

事
故
減
に
一
役

　

国
内
外
で
電
車
の
大
事
故
が
多
発
し

て
、
何
の
罪
も
な
い
人
た
ち
が
瞬
時
に
、

掛
け
替
え
の
な
い
命
を
失
っ
て
い
る
。

事
故
原
因
は
何
な
の
か
、
必
然
的
に
絞

り
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
天
候
、
運
転
手
の

技
術
と
健
康
、
過
密
ダ
イ
ヤ
、
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
事
故
原
因
を
絞
り
込
ん
で
い
く
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
い
く
つ
か
の
条
件

が
重
な
り
大
惨
事
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
す
る
た
び
に
、
単

純
な
発
想
か
も
し
れ
な
い
が
、
海
外
の

よ
う
に
軌
道
を
広
く
す
れ
ば
、
走
行
の

安
定
性
が
増
し
て
、
事
故
が
減
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
金
の
か
か
る

こ
と
で
あ
る
が
、
真
剣
に
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

江
南
４　

横
越
上
町　

中
村
チ
ヨ
イ

雪
晴
れ
て
初
空
高
く
白
鳥
は

　
　

太
き
啼
き
声
残
し
飛
び
行
く

秋
葉
８　

大
関　

土
田　

チ
イ

読
み
札
の
長
き
黒
髪
う
っ
と
り
と

　
　

詠
む
手
休
み
て
歌
に
入
り
込
む

東
８　

粟
山　

青
木　

誠
一

埃
な
き
障
子
に
ま
た
も
初
明
か
り

秋
葉
21　

中
村　

笠
原　

良
子

酒
う
ま
し
ヒ
ス
イ
の
よ
う
な
銀
杏
の
実

秋
葉
18　

秋
葉　

田
村
紀
勲
郎

を
さ
な
ご
の
凛
々
し
さ
示
す
初
点
前

中
央
17　

南
出
来
島　

古
川　

久
江

雲
あ
い
だ
一
に
干
し
た
り
つ
る
し
柿

秋
葉
17　

吉
岡
町　

遠
藤　

恭
平

雪
一
面
に
網
か
か
り
し
小
鳥
か
な

中
央
５　

上
大
川
前
通　

鈴
木　

陽
子

す
ぐ
忘
れ
メ
モ
書
き
し
て
も
何
の
そ
の

西
蒲
11　

赤
鏥　

長
野　

清
司

読
書
よ
り
携
帯
パ
ソ
コ
ン
上
手
な
り

秋
葉
10　

山
谷
町　

昆　
　
　

清

窓
ガ
ラ
ス
拭
い
て
世
間
が
よ
く
見
え
る

文
芸
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
エ
ッ
セ
イ
（
210

字
以
内
）

　

各
部
門
一
人
３
点
以
内
と
し
、
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
各
区
の
事

務
所
ま
た
は
本
部
へ

さ
わ
や
か
詰
碁

出
題 

み
ど
り
会
囲
碁
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

久
佳

　
　

黒
番　

五
分
で
二
段

「ヒント」
手順に注意すればやさし
い問題でしょう !!

短

歌

川

柳

俳

句

西蒲９　堀山新田 阿部　　勉
　入会して８年。
私のような歳にな
っても、仕事があ
るのはありがたい
ことであり、これ
からも健康に留意して、仕事
を続けて行こうと思います。

東５　紫竹 石津　一久
　平成も後僅か。
夢がないのは寂し
い。会員になって
生きがいのような
ものを感じます。
頭を使い体も動かす。今年も
美味い晩酌が飲めますように。

南１　新飯田 居城　与吉
　北区で６年、南
区で４年になりま
す。今は農作業を
中心に仕事をして
います。体力のい
る仕事なので、健康に注意し
ながら頑張りたいと思います。

江南14　亀田新明町 梅田　昭彦
　体調を崩し仕事
から離れていまし
た。健康のありが
たさに感謝し、会
員と力を合わせて
お客さまから喜ばれる仕事を
してまいります。

西17　鳥原 大橋　栄子
　入会７カ月。職
場はシフト就業で
すので、健康が第
一です。趣味のダ
ンベル体操で身体
を鍛え、今年も笑顔で顔晴

4 4

り
ます。

南12　大通西 岡部　信三
　南事務所に勤務。
毎日元気な会員に
接し楽しく仕事を
しています。元気
が一番。今年も健
康に感謝してシルバーで元気
に働きたいと思います。

中央16　網川原 桶谷　輝男
　５階建てビルが
仕事場です。
　エレベーターも
ありますが、もっ
ぱら階段を往復し
て足腰を鍛え、同好会でゴル
フを楽しんでいます。

西蒲18　橋本 金子　雅男
　入会して５年。
現在は老健施設で
夜間受付管理業務
に就いています。
夜間業務には慣れ
ていますが、今年一年健康に
留意して仕事をやります。

秋葉24　七日町 杵鞭　　隆
　入会して約６ヶ
月。心優しい人達
と出会い、日々楽
しく働いて頑張っ
ています。これか
らも健康に気を付けて元気に
皆さんと頑張ります。

南９　中小見 木場　陽子
　業務委員になっ
て半年、家事援助
の仕事やカラオケ
クラブにも参加。
業務委員の仕事と
結構フル回転ですが、みんな
と仲良く楽しくいきたいです。

西蒲３　遠藤 小林アツミ
　入会して６年。
現在は除草班に入
っています。私の
ような歳になって
も仕事があるのは
ありがたいことです。体に気
を付けて頑張っていきます。

秋葉20　西島 小林　幸一
　退職後、気が付
くと、ウィークデ
ー毎日の生活だ。
焦らず、急がず、
好奇心旺盛であり
たい。今年はどんな出会いが
待っているのだろう。

中央22　沼垂東 小林　ミチ
　入会12年。大勢
の友に出会い、八
十路の坂を登って
ます。出来る事を
精一杯心掛けて人
生の宝とし、健康に感謝して
ゆっくりと歩み続けます。

北８　白新町 齋藤　達治
　「終着点は重要
ではなく、人生で
どれだけ楽しい事
をやり遂げたかが
大事」という言葉
が好き。本年もわくわく、ど
きどきする年にしたいです。

秋葉５　新津東町 武石　　弘
　昨年６月に入会
し、区内の中学校
で給食の配膳業務
に就業しています。
ウクレレ教室に通
っており、レパートリーを増
やしたいと思っています。

江南11　亀田東町 田辺　妙子
　入会して２年に
なりました。残り
の人生、人の役に
立ちたいと、布草
履作りを学び、今
では教えています。毎日笑顔
で暮らしています。感謝！

北３　つくし野 鍋島　　勇
　人生百歳、生涯
現役、毎日体を動
かし余計な事を考
えずに、思い立っ
たらすぐ行動に移
す。人と多く接する事を心掛
け、新しきことにチャレンジ。

西６　坂井東 西　　洋子
　「あれ…？それ
…？」の毎日です
が、地域や先輩の
皆様のパワーをい
ただきながら、健
康に気を付け、笑顔でお役に
立てればと思っています。

西８　西小針台 広井　有二
　埼玉から生まれ
故郷の新潟に転居。
入会して間もない
ですが、今は公民
館の管理業務に励
んでいます。今年も健康に気
を配り、頑張ります。

中央７　田中町 菅原　芳子
　「人生100年時代」、
いくつになっても
学び直すこと。新
しいことにチャレ
ンジをして、胸が
ときめく…。そんな年にした
いと思っております。

中央23　姥ケ山 高橋　幸子
　昨年の一泊旅行
は安曇野を楽しみ、
宴会は23班のパフ
ォーマンスで、全
員和気あいあいの
内に終了。皆様も一緒に旅行
を楽しみましょう。

東14　物見山 髙山　和子
　入会３年。お陰
でパソコン教室に
入会させて頂き、
今までにない趣味
もでき、素晴らし
い仲間を作ることができまし
た。健康一番。感謝です。

東１　牡丹山 髙山　建夫
　70歳を迎えて入
会。同時にパソコ
ンクラブ入会。知
識豊富なメンバー
に恵まれ、時には
人様の役に立つ事もあり、感
謝しつつ続けております。

中央23　京王 廣川　　進
　仕事を通じ、多
くの仲間・お客様
と係わり、心身共
に充実した日々を
送っています。
　亥年は、更に美味しい晩酌
にしたいと思っています。

東14　物見山 帆苅　憲子
　家事援助で９年。
就業先の貴重な体
験が活力となり、
働ける事に感謝。
これからも、福祉
ボランティアやセミナー等に
参加したいと思っています。

秋葉23　金津 目黒　　誠
　昭和も遠くなり
にけり、と言われ
て久しい。戦後の
昭和は輝いていた。
良い思い出が多か
った平成も終わる次の年号？
に期待…

北４　柳原 六井　悦子
　家事援助会員で
す。昨年の手帳に
は、年重ね、怒る
な、転ぶな、風邪
ひくなと書いた。
今年は、山登り、楽しく歩い
て、筋力・体力アップです。

西８　西小針台 和平　眞純
　入会して３年。
現在は最寄駅で自
転車整理をしてい
ます。先輩の指導
でスムーズにでき
るようになりました。健康で
元気に仕事も頑張ります。

江南19　元町 斎藤美智枝
　入会して５年に
なりました。朝の
早い仕事なので最
初はイヤイヤなが
ら通いました。今
は慣れて、仲間と張り合いの
ある仕事を楽しんでいます。

秋葉15　矢代田 坂井　　博
　仕事も母の介護
も終えたので入会。
高校の受付管理業
務をしています。
　亥年も趣味のゴ
ルフで70台を出すという遠大
な夢を追い続けます。

江南４　横越上町 佐藤　勝平
　シルバーに入会
して10年になりま
す。私が感じてい
る仕事をするうえ
で、第一に安全に
努め心身共に健康で、和をも
って笑顔で頑張ります。

北７　葛塚　　　渋谷　玲子
　熟年シルバーの
皆さんの仕事は、
きれいで手早く完
璧です。私も先輩
の方の姿勢を見習
い、今年も自分ができること
をがんばっていきたいです。

い
き
い
き
文
芸

随

筆

平成３１年（２０１９）亥年平成３１年（２０１９）亥年

生きがい求めて精進・元気良く！生きがい求めて精進・元気良く！
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シ
ル
バ
ー
の
事
業
普
及
啓
発
促

進
月
間
に
合
わ
せ
、
新
潟
市
内
で

10
月
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

若
林
理
事
長
、
関
根
事
務
局
長

が
参
加
し
た
中
央
区
を
始
め
、
各

地
区
で
理
事
・
業
務
委
員
・
地
域

班
長
・
女
性
世
話
人
ら
が
集
結
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
り
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

実
施
日
と
場
所
、
配
布
数
は
カ

ッ
コ
内
の
通
り
で
す
。

▼
中
央
区　

１
日　

古
町
十
字

路
・
新
潟
駅
（
１
４
０
０
部
）
▼

南
区　

21
日　

ウ
オ
エ
イ
国
道

店
・
リ
オ
ン
ド
ー
ル
白
根
店
・
原

信
白
根
店
（
６
０
０
部
）
▼
西
区

　

２
・
４
・
15
日　

イ
オ
ン
新
潟

青
山
店
・
原
信
黒
埼
店
・
内
野
露

天
市
場
（
１
０
０
０
部
）
▼
西
蒲

区　

５
日　

ウ
オ
ロ
ク
巻
店
・
原

信
巻
店
（
２
５
０
部
）
▼
北
区　

12
・
15
日　

松
浜
市
場
・
葛
塚
市

場
（
６
０
０
部
）
▼
東
区　

６
日

　

イ
オ
ン
新
潟
東
店
・
原
信
河
渡

店
（
６
０
０
部
）
▼
江
南
区　

11

日　

プ
ラ
ン
ト
５
横
越
店
・
ア
ピ

タ
新
潟
亀
田
店
（
５
０
０
部
）
▼

秋
葉
区　

６
日　

ウ
オ
ロ
ク
新
津

店
・
ム
サ
シ
新
津
店
・
リ
オ
ン
ド

ー
ル
新
津
店
（
９
０
０
部
）

各
地
区
で
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

ウオエイ国道店にて（南区） 原信河渡店にて（東区）

ウオロク新津店にて（秋葉区） 松浜市場にて（北区）

ウオロク巻店にて（西蒲区） プラント５にて（江南区）

原信黒埼店（西区） 新潟駅前周辺にて（中央区）

〔本　部〕　地区懇談会
　　　　　※ 詳細は別途、お知らせします。 

奮ってご参加をお願いします。

事務所だより

入会説明会

開催区 時間 １月 ２月 ３月

北 13：30～ 16日 20日 20日

東 13：30～ 16日 20日 20日

中央 13：30～ 9日 13日 13・27日

江南 13：30～ 9日 13日 13日

秋葉 9：00～ 9日 13・27日 13・27日

南 13：30～ 9日 13日 13日

西 13：30～ 16日 20日 20日

西蒲 9：30～ 9日 13日 13日

（
各
地
区
役
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
光
景
）

＊中央は本部３Ｆ
＊江南は亀田市民会館
＊西蒲は巻ふれあい福祉センター
＊ 北・東・秋葉・南・西はそれぞれの事務所
で開催

安全講習会

開催区 時間 １月 ２月 ３月

北 13：30～ 4日 1日 1日

東 13：30～ 7日 4日 4日

中央 10：00～ 9日 13日 13 日

江南 13：30～ 4日 6日 6日

秋葉 13：30～ 4日 1日 1日

南 13：30～ 8日 5日 5日

西 10：00～ 16 日 20 日 20 日

西蒲 9：30～ 7日 4日 4日

安全講習会未受講者の事故が多発していま
す。まだ受講されていない方はすぐに受講
してください。

冬
囲
い
講
習
会
（
北
区
）

　

10
月
26
日
、
旧
橋
本
医
院
に

て
、
剪
定
班
の
冬
囲
い
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

23
人
で
、
高
橋
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
の
も
と
、
シ
ー
ズ
ン
イ

ン
を
ひ
か
え
縄
の
結
び
方
な
ど

の
作
業
の

確
認
が
入

念
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

事
故
を
意

識
し
た
真

剣
な
作
業

が
続
き
ま

し
た
。

介
護
実
技
講
習
会
（
中
央
区
）

　

10
月
23
・
24
・
26
日
、
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階
の
介
護

実
習
室
で
、
事
務
局
職
員
に
よ

る
着
脱
介
助
・
車
椅
子
移
動
な

ど
の
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。
44
人
の
受
講
者
は
実
技
体 

験
を
通
じ

て
大
切
な

ポ
イ
ン
ト

を
掴
み
、

介
護
実
技

の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が

図
ら
れ
ま

し
た
。

女
性
会
員
交
流
会
（
江
南
区
）

　

９
月
28
日
、
亀
田
市
民
会
館
に
女
性

会
員
19
人
が
集
ま
り
、
５
人
の
講
師
が

班
ご
と
に
つ
き
、
笹
だ
ん
ご
作
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
笹
だ
ん
ご
の
粉
と
ヨ
モ

ギ
を
使
用
し
た
だ
ん
ご
で
餡
を
包
み
、

笹
２
〜
３
枚

使
用
し
、
す

げ
で
縛
り
、

蒸
し
て
風
味

と
笹
の
香
り

の
良
い
新
潟

名
物
の
お
い

し
い
笹
だ
ん

ご
が
で
き
ま

し
た
。調

理

実

習
（
東
区
）

　

９
月
20
日
、
東
事
務
所
に
お
い
て
、

家
事
援
助
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
た
調

理
実
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
潟
市
食
育
マ
ス
タ
ー
の
窪
田
一
男

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
参
加
者
は

13
人
。

　

４
班
に
分

か
れ
た
後
、

終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で

し
た
が
、
真

剣
に
取
り
組

み
５
種
類
の

献
立
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

女
性
会
員
交
流
会
（
南
区
）

　

10
月
４
日
、
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ

ャ
ト
ル
、
自
然
科
学
館
に
お
い
て
21
人

が
参
加
し
て
女
性
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
市
内
施
設
の
見
学
と
あ
わ
せ
、

交
流
会
の
中
で
は
女
性
会
員
の
増
員
や

就
業
開
拓
に

向
け
て
、
現

状
の
問
題
点

や
改
善
策
に

つ
い
て
、
女

性
同
士
の
き

た
ん
な
い
意

見
が
で
て
有

意
義
な
時
間

で
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
（
秋
葉
区
）

　

９
月
30
日
、
秋
葉
区
民
の
憩
い
の
場

所
を
秋
葉
区
と
合
同
で
新
津
川
の
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
67
人
、
背
丈
以
上
に
伸
び
た
雑
草
刈

り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン

グ
や
散
歩
す

る
人
が
多
く
、

綺
麗
に
な
っ

た
川
辺
に
訪

れ
た
多
く
の

市
民
か
ら
感

謝
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま

し
た
。

各区いきいき活動

調

理

実

習
（
西
蒲
区
）

　

11
月
15
日
、
岩
室
地
区
公
民
館
に
家

事
援
助
グ
ル
ー
プ
の
13
人
が
集
ま
り
、

調
理
実
習
を
開
催
し
ま
し
た
。
栄
養
士

の
片
桐
佳
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
ど
こ
の
ご
家
庭
に
も
あ
る
よ
う
な

材
料
で
、
高

齢
者
向
け
の

簡
単
に
で
き

る
献
立
を
実

習
し
ま
し
た
。

就
業
に
役
立

て
る
こ
と
が

で
き
る
５
品

を
真
剣
に
習

い
ま
し
た
。

手

芸

サ

ロ

ン
（
西
区
）

　

10
月
15
日
、
西
事
務
所
で
13
人
が
参

加
し
て
、
17
日
か
ら
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
る
作
品
余
技
展
に
出
品
す
る
た
め

の
準
備
作
業
で
大
忙
し
で
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に

み
ん
な
で
楽

し
く
愛
情
を

込
め
て
作
り

上
げ
た
作
品

の
数
々
、
観

た
人
の
賞
賛

を
受
け
る
事

を
願
っ
て
の

作
業
で
す
。
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新
春
を
お
迎
え
し
、
幸
せ
な
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○
昨
年
も
残
念
な
が
ら
、
事
故
の
多
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
冬
期
間
の

凍
結
に
よ
る
転
倒
、
骨
折
が
多
々
あ
り
、

雪
国
育
ち
と
し
て
は
、
誠
に
遺
憾
な
こ

と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

雪
道
は
ご
用
心
し
て
下
さ
い
。

○
今
年
も
シ
ル
バ
ー
会
員
に
よ
る
「
い

き
い
き
講
座
」
を
開
催
予
定
で
す
。
会

員
諸
氏
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。（
五
十
嵐
）

私
の
一
枚

南
４　

和
泉小　

林　
　
　

諒
日本晴れ

早朝の澄み切った空気の中、雲取山に登ると紺碧の空の下、富士の山が見えた

＝東京都・埼玉県・山梨県の境界＝

あ　

と　

が　

き

１
図
（
正
解
）

　

初
手
は
黒
１
の
ハ
ネ
か
ら
行
く
し
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
手
は
す
ぐ
に
ピ

ン
と
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
図
（
正
解
・
続
）

　

白
は
２
と
受
け
る
一
手
。
こ
こ
で
黒

３
と
サ
ガ
る
の
が
決
め
手
で
す
。
白
４

に
黒
５
と
ワ
タ
っ
て
白
死
に
。

さ
わ
や
か
詰
碁
解
答

配分金と税金について
　平成30年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告書の
提出と納税は平成31年３月15日（金）までです。
　配分金を確定申告する場合の所得区分は、雑所得（公的年
金以外）です。所得金額の計算に当たっては、次のいずれか
を選択してください。

●原則の計算方法
　所得金額＝配分金の収入金額－実際にかかった経費
●特例を適用した場合の計算方法
　所得金額＝配分金の収入金額－65万円以内
　シルバー人材センターからの配分金は、配分金の収入を限度
として、最高65万円まで必要経費とする特例が認められています。
　この特例の計算に当たり、配分金以外に①から④の収入
がある方は注意が必要です。
① 農業収入がある方
　農業の必要経費が65万円未満であれば、農業の必要経費
と65万円との差額を限度として特例を適用できますが、65
万円以上の場合は特例の適用はありません。
② 給与収入がある方
　給与収入が65万円未満であれば、給与収入と65万円との
差額を限度として特例を適用できますが、65万円以上の場
合は特例の適用はありません。
③ 民間保険会社からの年金がある方
　受取った年金に対応する掛金が65万円未満であれば、掛
金と65万円との差額を限度として、特例を適用できますが、
65万円以上の場合は特例の適用はありません。
④ 公的年金収入だけしかない方
　特例をそのまま適用できます。

　なお、①から③までの収入が複数ある方や、①から④以
外の収入がある方は税務署にお尋ねください。

一方、派遣就業で支払われた賃金については給与所得とな
ります。新潟県シルバー人材センター連合会より源泉徴収
票が送付されます。

○確定申告の手続きについて
　平成31年１月から、パソコンから送信できるようになり
ます。詳しいことは最寄りの税務署にお尋ねください。

　

設
立
40
周
年
を
迎
え
る
平
成
31
年
度

に
記
念
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
検
討

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
委

員
８
人
か
ら
委
員
長
に
斎
藤
早
智
子
さ

ん
＝
中
央
区
＝
、
副
委
員
長
に
市
川
正

彦
さ
ん
＝
秋
葉
区
＝
が
選
任
さ
れ
、
企

画
立
案
に
取
り
掛
か
ら
れ
ま
し
た
。

設
立
40
周
年
記
念
事
業
検
討
委
員
会
設
置

１図

２図

25
3
4

1


